
　
一
般
社
団
法
人
日
本
文
化
教
育

推
進
機
構
（
田
代
綾
代
表
理
事
）

は
、
株
式
会
社
パ
イ
ロ
ッ
ト
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
伊
藤
秀
社
長
、

東
京
都
）
の
協
力
を
得
て
、
全
国

の
小
学
校
・
学
童
・
フ
リ
ー
ス
ク
ー

ル
な
ど
を
対
象
に
、
２
０
２
３
年

４
月
よ
り
「
書
く
っ
て
大
切
な
こ

と
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
展
開
す
る
。

　
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
教
育
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
が
進
み
一

人
１
台
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
す

る
こ
の
時
代
だ
か

ら
こ
そ
伝
え
た

い
、「
書
く
」
こ

と
の
大
切
さ
と
そ

の
意
義
を
丁
寧
に

解
説
し
た
、
１
時

間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
無
料
で
提
供
す

る
。

　
初
年
度
で
あ
る
本
年
は
、
授
業

に
参
加
し
た
児
童
全
員
に
同
社
の

消
せ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
「
フ
リ
ク

シ
ョ
ン
ボ
ー
ル
ノ
ッ
ク
」
を
１
本

ず
つ
、
授
業
を
す
る
教
員
に
は
消

せ
る
蛍
光
ペ
ン
「
フ
リ
ク
シ
ョ
ン

ラ
イ
ト
６
色
セ
ッ
ト
」
を
、
授
業

で
の
実
践
用
教
材
と
し
て
、
先
着

１
０
０
ク
ラ
ス
に
送
る
。
事
前
予

約
を
受
け
付
け
て
い
る
。

　
小
学
校
で
は
１
年
生
よ
り
鉛
筆

で
ひ
ら
が
な
を
練
習
す
る
が
、
こ

こ
数
年
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
や
パ
ソ
コ

ン
が
支
給
さ
れ
、
タ
イ
ピ
ン
グ
も

同
時
に
練
習
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
の
「
手
書
き
」

の
時
間
が
「
タ
イ
ピ
ン
グ
」
の
時

間
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
な
か
、
あ

え
て
手
書
き
を
す
る
理
由
は
ど
こ

に
あ
る
の
か
…
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

そ
の
よ
う
な
時
代
・
教
育
的
な
背

景
か
ら
企
画
し
た
も
の
。

　
内
容
は
①「
書
く
こ
と
」は「
タ

イ
ピ
ン
グ
」
と
比
べ
て
何
に
優
れ

て
い
る
の
か
②「
手
書
き
」と「
タ

イ
ピ
ン
グ
」、
そ
れ
ぞ
れ
ど
ん
な

時
に
便
利
か
③
鉛
筆
・
シ
ャ
ー
プ

ペ
ン
シ
ル
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
…
ど
の

よ
う
に
使
い
分
け
た
ら
い
い
の
か

④
「
書
く
」
こ
と
と
日
本
の
文
化

に
つ
い
て
知
ろ
う
。

　 

従
来
は
学
校
で
教
え
る
こ
と

の
な
か
っ
た
「
書
く
こ
と
の
意
味

と
大
切
さ
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
か

ら
文
字
を
習
う
小
学
１
年
生
か
ら

筆
記
用
具
を
使
い
こ
な
す
小
学
校

６
年
生
ま
で
の
児
童
を
対
象
に
、

書
く
文
化
を
広
げ
・
伝
え
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
特
長
は
①

「
書
く
」
こ
と
そ
の
も
の
を
体
系

化
し
た
初
の
教
材
＝
様
々
な
デ
バ

イ
ス
を
活
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
現
代
の
小
学
生
た
ち
に
、
忘
れ

て
ほ
し
く
な
い
「
手
書
き
」
の
良

さ
、
そ
し
て
様
々
な
筆
記
用
具
の

活
用
方
法
を
解
説
し
た
、
日
本
で

ほ
ぼ
初
め
て
の
教
材 

②
授
業
用

教
材
一
式
を
全
て
無
料
で
提
供
＝

教
師
が
す
ぐ
に
授
業
で
き
る
指
導

用
ス
ラ
イ
ド
と
、
対
応
し
た
ワ
ー

ク
シ
ー
ト
、
教
師
用
指
導
案
を

セ
ッ
ト
で
、
メ
ー
ル
で
届
け
る
。

教
材
は
全
て
無
料
。 

教
育
Ｉ
Ｃ

Ｔ
化
に
対
応
し
た
、
デ
ジ
タ
ル
教

材
＝
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
お
届
け
す

る
の
と
同
時
に
、「
書
く
」
こ
と

を
テ
ー
マ
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

を
用
意
③
１
時
間
授
業
で
取
り

組
み
や
す
い
内
容
＝
１
時
間
授

業
（
45
分
間
）
で
行
え
る
内
容
に

な
っ
て
お
り
、
余
裕
を
持
っ
て
進

め
る
場
合
は
２
時
間
授
業
で
も
可

能
。
学
期
末
で
時
間
に
余
裕
が
あ

る
時
な
ど
、
取
り
入
れ
や
す
い
ボ

リ
ュ
ー
ム
と
内
容
に
な
っ
て
い

る
。

　
対
象
学
年
は
、
小
学
校
１
～
６

年
生
。
対
象
教
科
・
時
数
、
国
語
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
学
級
活

動
　
／
１
～
２
時
間
授
業
。
対
象

地
域
全
国
。
対
象
学
校
は
全
国
の

国
公
私
立
小
学
校
、学
童
、フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
、
学
習
塾
、
放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
。
授
業
実
践

可
能
時
期
は
、
２
０
２
３
年
４
月

～
２
０
２
４
年
３
月
。 

　
申
し
込
み
は
、h
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か
ら
、
応
募

フ
ォ
ー
ム
、
ま
た
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

よ
り
。

　
コ
ク
ヨ
株
式
会
社
（
黒
田
英
邦

社
長
、
大
阪
市
）
は
、
こ
の
ほ
ど

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
の
国
際
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
「
コ
ク
ヨ
デ
ザ

イ
ン
ア
ワ
ー
ド
」
20
回
記
念
特
別

賞
「
ヨ
コ
ク
賞
」
18
点
を
決
定
し

て
発
表
し
た
。

　
コ
ク
ヨ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド
は

２
０
０
２
年
の
創
設
以
来
、
受
賞

作
品
を
商
品
化
す
る
こ
と
に
取
り

組
ん
で
お
り
、審
査
の
過
程
で
は
、

ア
イ
デ
ア
の
秀
逸
さ
に
加
え
て
、

製
造
方
法
や
使
用
時
の
快
適
性
・

安
全
性
な
ど
へ
の
考
察
も
求
め
ら

れ
る
た
め
、
ア
イ
デ
ア
の
面
白
さ

や
発
想
力
が
突

出
し
て
い
て

も
、
実
現
性
と

の
バ
ラ
ン
ス
が

考
慮
さ
れ
る
。

　
20
回
目
の
開

催
を
記
念
し
て

表
彰
す
る
特
別

賞「
ヨ
コ
ク
賞
」

は
、
全
応
募
作

品
の
中
か
ら
学

生
の
応
募
作
品

を
対
象
に
、
商

品
化
を
前
提
と

せ
ず
、
ア
イ
デ
ア
や
着
眼
点
に
魅

力
が
あ
る
作
品
を
選
定
し
、
次
世

代
を
担
う
若
い
世
代
の
次
な
る
挑

戦
を
後
押
し
す
る
目
的
で
設
定
し

た
。

　「
ヨ
コ
ク
」
は
同
社
の
パ
ー
パ

ス
「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
未
来
の
ワ
ー

ク
と
ラ
イ
フ
を
ヨ
コ
ク
す
る
」
に

由
来
す
る
。
選
定
に
お
い
て
は
、

ワ
ク
ワ
ク
で
き
る
要
素
が
あ
る
こ

と
、
未
来
を
感
じ
る
提
案
で
あ
る

こ
と
を
重
視
し
た
。

　「
ヨ
コ
ク
賞
」
の
表
彰
式
は
２

月
24
日
に
非
公
開
で
開
催
、
受
賞

者
に
は
表
彰
状
と
賞
金
３
万
円
が

贈
呈
さ
れ
た
。

　
な
お
、
グ
ラ
ン
プ
リ
・
優
秀
賞

を
決
定
す
る
最
終
審
査
は
３
月
18

日
に
行
い
、
同
日
夜
に
表
彰
式
を

開
催
す
る
。
最
終
審
査
と
表
彰
式

の
模
様
は
コ
ク
ヨ
デ
ザ
イ
ン
ア

ワ
ー
ド
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン

ネ
ル
に
て
ラ
イ
ブ
配
信
し
、
そ
の

中
で
「
ヨ
コ
ク
賞
」
表
彰
式
の
模

様
も
紹
介
す
る
予
定
。

　「
ヨ
コ
ク
賞
」
受
賞
作
品
（
応

募
順
）
は
次
の
通
り
。
作
者
の
敬

称
略
。

　「
Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｓ 

ｂ
ｙ 

Ｐ

ａ
ｐ
ｅ
ｒ
」（
Ｙ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
ｋ
ａ

　
Ｍ
ｕ
ｎ
ｊ
ａ
ｌ
）、「
Ｕ
ｎ
ｉ
ｃ

ｌ
ｉ
ｐ
」（
Ｍ
ａ
　
Ｋ
ｗ
ａ
ｎ
　

Ｌ
ａ
ｍ
）、「
Ｆ
Ｌ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
」

（
安
齋
瑞
穂
）、「
感
覚
メ
ジ
ャ
ー
」

（
平
井
大
心
）、「
ｏ
ｌ
ｏ
ｒ 

ｏ
ｆ 

ｆ
ｏ
ｏ
ｄ
」（
Ｈ
ｕ
ｉ
ｍ
ｉ
ｎ
　

Ｚ
ｈ
ｏ
ｕ
）、「
も
よ
う
の
ぬ
り
え
」

（
木
下
快
）、「
ｍ
ｏ
ｓ
ａ
ｔ
ｔ
ｏ
」

（
ｃ
パ
ン
　
山
口
颯
太
、
竹
重
風

美
、
立
石
和
希
）、「
ｍ
ｏ
ｔ
ａ
ｎ
」

（
ｃ
パ
ン〝
山
口
颯
太
、竹
重
風
美
、

立
石
和
希
〟）、「
Ｔ
ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｌ

ｅ
―
ｂ
ｒ
ｕ
ｓ
ｈ
」（
Ｌ
ｉ
ｕ
　

Ｙ
ｕ
ｔ
ｏ
ｎ
ｇ
）、「
だ
い
た
い
の

定
規
」（
Ｔ
Ａ
ｓ
ｔ
ａ〝
紫
川
詩
織
、

大
西
真
央
〟）、「
へ
た
く
そ
に
な

る
ペ
ン
」（
引
宇
根
沙
弥
）、「
付
戦
」

（
Ｓ
Ｐ
Ｔ
〝
松
本
さ
や
、
幾
本
聖

申
〟）、「
Ｗ
ｈ
ｅ
ｒ
ｅ
　
Ｉ
ｓ
　

Ｉ
ｔ
　
Ｈ
ｉ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
？
」（
Ｍ

Ｚ
　
Ｄ
ｅ
ｓ
ｉ
ｇ
ｎ
〝
Ｚ
ｏ
ｕ
　

Ｈ
ｕ
、
Ｍ
ｉ
ａ
ｏ
　
Ｊ
ｉ
ｎ
ｇ
ｙ

ｉ
〟）、「
ｉ
ｒ
ｏ
ｉ
ｒ
ｏ
ｏ
ｓ
ｕ
」

（
道
脇
一
真
、
鈴
木
颯
太
、
塚
本

朱
梨
）、「
見
え
方
の
色
鉛
筆
」（
大

原
衣
吹
）、「
新
し
い
芳
名
長
」（
キ

ム
ミ
ン
ジ
ュ
）、「
丸
い
ノ
ー
ト
」

（
北
島
壮
智
）、「
ｍ
ａ
ｄ
ｏ
」（
星

野
秀
斗
）。

　
シ
ヤ
チ
ハ
タ
株
式
会
社
（
舟
橋

正
剛
社
長
、
名
古
屋
市
）
は
、
社

内
外
の
文
書
の
回
覧
・
承
認
、
電

子
印
鑑
の
捺
印
を
行
え
る
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
「
Ｓ
ｈ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｈ

ａ
ｔ
ａ
　
Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
（
シ
ヤ
チ

ハ
タ
　
ク
ラ
ウ
ド
）」
に
お
け
る

登
録
印
鑑
数
が
前
年
同
月
比
１
５

７
％
に
成
長
し
、
捺
印
回
数
が
１

カ
月
で
４
３
９
万
回
を
超
え
て
好

調
な
こ
と
か
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

け
る
電
子
決
裁
の
増
加
を
示
す
最

新
デ
ー
タ
を
初
め
て
公
開
す
る
と

と
も
に
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り

を
受
け
て
業
界
初
機
能
を
含
む
２

種
の
新
機
能
の
追
加
と
、「
Ｓ
ｈ

ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｈ
ａ
ｔ
ａ
　
Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ

ｄ
サ
イ
ト
」
を
刷
新
し
た
。

　
最
新
利
用
デ
ー
タ
は
、
登
録
印

鑑
数
１
５
７
％
へ
ア
ッ
プ
（
前
年

同
月
比
）、
捺
印
回
数
４
６
２
％

へ
ア
ッ
プ
（
前
年
同
月
比
）。
月

間
４
３
９
万
４
３
７
７
回
（
２
０

２
２
年
12
月
）。
累
計
５
２
９
１

万
７
９
１
５
回
（
２
０
２
０
年
７

月
の
サ
ー
ビ
ス
開
始
時
よ
り
合

算
）。回
覧
回
数
は
年
間
２
３
０
％

増
（
対
前
年
比
）。
導
入
数
は
シ

リ
ー
ズ
累
計
95
万
件
、
継
続
利
用

率
は
97
％
。

　「
Ｓ
ｈ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｈ
ａ
ｔ
ａ
　

Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴

い
、
社
会
全
体
に
推
進
さ
れ
た
デ

ジ
タ
ル
化
の
波
を
受
け
、
ビ
ジ
ネ

ス
シ
ー
ン
に
お
い
て
普
及
す
る
テ

レ
ワ
ー
ク
で
の
決
裁
業
務
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
、
顧
客
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
を
受
け
開
発
。
そ
れ

ま
で
の
電
子
決
裁
サ
ー
ビ
ス
「
パ

ソ
コ
ン
決
裁
Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
」
の
機

能
を
拡
張
し
、
２
０
２
０
年
に
発

表
し
た
電
子
決
裁
サ
ー
ビ
ス
で

す
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
と
働
き
方

の
多
様
化
に
よ
り
、都
内
企
業（
従

業
員
30
人
以
上
）
の
テ
レ
ワ
ー
ク

実
施
率
は
ピ
ー
ク
時
（
２
０
２
１

年
８
月
）
で
65
・
０
％
に
も
上
っ

て
お
り
、
２
０
２
２
年
12
月
の
時

点
で
も
52
・
４
％
と
未
だ
半
数
以

上
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　
こ
れ
ら
の
要
因
か
ら
、
Ｓ
ｈ
ａ

ｃ
ｈ
ｉ
ｈ
ａ
ｔ
ａ
　
Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ

で
は
２
０
２
２
年
末
時
点
で
、
同

サ
ー
ビ
ス
上
で
の
登
録
印
鑑
数
は

前
年
同
月
比
の
１
５
７
％
を
達

成
。
捺
印
回
数
は
前
月
比
１
０

９
％
、
前
年
同
月
比
４
６
２
％
と

１
年
間
で
捺
印
回
数
は
約
４
・
５

倍
へ
と
増
加
し
た
こ
と
が
分
か
っ

た
。

　
ま
た
、
回
覧
回
数
は
前
年
同
月

比
４
２
５
％
を
達
成
。
特
に
、
捺

印
回
数
は
１
カ
月
間
で
４
３
９
万

４
３
７
７
回
に
も
お
よ
び
、
サ
ー

ビ
ス
開
始
の
２
０
２
０
年
７
月
か

ら
合
算
す
る
と
５
２
９
１
万
７
９

１
５
回
を
記
録
し
て
い
る
。
導
入

数
は
シ
リ
ー
ズ
累
計
95
万
件
、
継

続
利
用
率
も
97
％
を
誇
る
こ
と
か

ら
、多
く
の
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
、

業
務
効
率
に
貢
献
し
て
い
る
。

　
登
録
印
鑑
利
用
数
が
好
調
な
背

景
に
つ
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
る
働
き

方
の
多
様
化
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
需

要
が
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
在
宅

で
あ
り
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
書
類

の
決
裁
手
続
き
が
必
要
に
な
っ
た

こ
と
に
あ
る
。
出
社
し
て
物
理
的

に
ハ
ン
コ
を
捺
印
す
る
と
い
う
従

来
の
申
請
方
法
か
ら
、
シ
ス
テ
ム

上
で
電
子
印
鑑
を
押
し
て
申
請
す

る
こ
と
で
、
出
社
せ
ず
に
デ
ジ
タ

ル
で
の
手
続
き
が
可
能
と
な
る
。

　
同
社
で
は
「
シ
ヤ
チ
ハ
タ
は
１

０
０
年
以
上
の
歴
史
が
あ
る
日
本

独
自
の
ハ
ン
コ
文
化
を
継
承
し
な

が
ら
も
、
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ
ル

の
両
面
か
ら
企
業
の
持
続
的
成
長

を
支
援
す
る
「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
Ｄ

Ｘ
」
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
新
た
な

働
き
方
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
シ
ヤ

チ
ハ
タ
　
ク
ラ
ウ
ド
を
推
進
し
て

い
く
」
と
し
て
い
る
。

　
担
当
者
の
デ
ジ
タ
ル
認
証
事
業

部
・
石
井
慶
氏
は
「
１
９
９
５
年

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
の
波
を
受
け
て

発
表
し
た
電
子
印
鑑
シ
ス
テ
ム

『
パ
ソ
コ
ン
決
裁
』。
発
売
以
来
、

お
客
様
の
声
を
反
映
す
る
こ
と
で

こ
こ
ま
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
続

け
る
こ
と
が
で
き
た
。
２
０
２
０

年
に
は
、
今
の
働
き
方
を
最
適
に

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
『
Ｓ

ｈ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ
ｈ
ａ
ｔ
ａ
　
Ｃ
ｌ
ｏ

ｕ
ｄ
』
を
発
表
。
サ
ー
ビ
ス
提
供

か
ら
約
２
年
で
こ
の
よ
う
な
反
響

を
得
て
大
変
う
れ
し
く
感
じ
て
い

る
。こ
れ
か
ら
も
シ
ヤ
チ
ハ
タ
は
、

お
客
様
の
便
利
に
役
立
つ
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
ア
ナ
ロ
グ
と
デ
ジ
タ

ル
両
面
か
ら
提
供
し
続
け
た
い
と

考
え
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。

　
大
阪
紙
製
品
工
業
会
（
黒
田
章

裕
会
長
）
の
第
２
９
１
回
歩
こ
う

会
が
、
２
月
20
日
に
会
員
は
じ
め

会
員
家
族
、
特
別
会
員
な
ど
17
人

が
参
加
し
て
開
催
、
住
吉
大
社
で

の
新
春
の
参
拝
と
同
会
が
12
年
振

り
の
訪
れ
と
な
る
活
き
ふ
ぐ
の
名

店
で
の
ふ
ぐ
料
理
を
賞
味
し
て
楽

し
ん
だ
。

　
当
日
は
、午
後
３
時
に
阪
堺
線
・

恵
美
須
町
駅
に
集
合
、
路
面
電
車

に
乗
車
し
て
車
窓
か
ら
大
阪
の
下

　
エ
コ
ー
ル
流
通
グ
ル
ー
プ
株
式

会
社
（
一
ノ
瀬
巌
社
長
、東
京
都
）

は
、
１
月
27
日
開
催
の
定
時
株
主

総
会
並
び
に
取
締
役
会
で
、
次
の

よ
う
に
役
員
を
選
任
し
そ
れ
ぞ
れ

就
任
し
た
。

　
代
表
取
締
役
会
長
　
長
谷
川
豊

　
代
表
取
締
役
社
長
　
一
ノ
瀬
巌

　
代
表
取
締
役
　
政
木
藤
二
郎

　
取
締
役
　
荻
原
甲
一
、西
康
宏
、

長
谷
川
孝
典
、
杉
山
一
徳
、
岡
本

茂
雄
、
古
本
幸
広
、
渡
部
秀
嘉
　

　
監
査
役
　
石
川
真
一
、
船
越
良

人
、
浅
沼
雅
人

　
京
阪
神
を
中
心
に
メ
ー
カ
ー
、

卸
、
小
売
の
垣

根
を
越
え
て
次

世
代
を
担
う
若

手
後
継
者
が
集

う
未
星
会
の
例

会
が
３
年
振
り

に
２
月
15
日
午

後
６
時
30
分
か

ら
、
大
阪
・
船

場
の
「
玄
品 

本
町
」
で
、
新

会
員
も
加
わ
り

16
人
が
参
加
し

て
開
催
し
た
。

　
最
初
に
あ
か
し
や
・
水
谷
豊
社

長
が
「
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
例
会
を

開
催
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た

が
、
そ
の
間
、
世
の
中
も
大
き
く

変
化
し
、
各
自
積
も
る
話
も
多
い

と
思
う
の
で
、
存
分
に
歓
談
し
て

貰
い
た
い
」
と
挨
拶
。

　
続
い
て
、
恒
例
の
社
長
就
任
者

へ
の
お
祝
い
と
し
て
、
竹
野
英
祥

氏（
ダ
イ
ゴ
ー
）、山
本
忠
利
氏（
サ

ン
ビ
ー
）に
記
念
品
を
贈
呈
し
た
。

　
ま
た
、
新
会
員
と
し
て
鈴
木
勝

也
氏
（
不
易
糊
工
業
）
を
紹
介
し

た
。

　
こ
の
後
、
ミ
ツ
ヤ
・
塚
田
征
司

社
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
開
宴
し
、

情
報
交
換
を
交
え
な
が
ら
歓
談
、

親
睦
を
深
め
、最
後
に
銀
鳥
産
業
・

西
村
友
秀
社
長
の
中
締
め
で
閉
じ

た
。

　
株
式
会
社
ロ
フ
ト
（
安
藤
公
基

社
長
、
東
京
都
）
は
、
兵
庫
県
内

５
店
舗
目
、
西
宮
市
内
に
は
２
店

舗
目
と
な
る
「
甲
子
園
ロ
フ
ト
」

を
、
４
月
７
日
に
「
三
井
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
パ
ー
ク 

ら
ら
ぽ
ー
と
甲

子
園
」の
２
階
に
オ
ー
プ
ン
す
る
。

　
２
０
０
４
年
に
開
業
し
た
「
三

井
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
パ
ー
ク 

ら
ら

ぽ
ー
と
甲
子
園
」
は
、
阪
神
電
車

の
甲
子
園
駅
か
ら
徒
歩
５
分
、
北

側
の
国
道
２
号
線
、
43
号
線
、
阪

神
高
速
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す

い
商
業
施
設
で
、「
ら
ら
ぽ
ー
と

甲
子
園
」
周
辺
足
元
商
圏
エ
リ
ア

を
メ
イ
ン
に
、
広
域
か
ら
の
幅
広

い
年
代
層
に
長
く
支
持
さ
れ
て
い

る
商
業
施
設
。

　「
甲
子
園
ロ
フ
ト
」
で
は
、
旬

の
雑
貨
を
通
じ
て
豊
か
で
健
や

か
な
暮
ら
し(

ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ)

に
向
け
た
、
新
し
い
生
活
提

案
を
ロ
フ
ト
の
売
場
で
具
現
化
し

て
い
く
。

　
営
業
面
積
は
約
３
７
６
・
５
坪
、

ロ
フ
ト
で
は
最
も
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

な
店
舗
規
模
で
、
買
い
回
り
し
易

い
ワ
ン
フ
ロ
ア
タ
イ
プ
の
店
舗
。

ト
ー
タ
ル
で
お
よ
そ
２
万
３
１
０

０
種
類
を
品
揃
え
、文
具
雑
貨（
９

５
０
０
種
類
）、
健
康
雑
貨
（
７

０
０
０
種
類
）、
バ
ラ
エ
テ
ィ
雑

貨
（
４
１
０
０
種
類
）、
生
活
雑

貨
（
２
５
０
０
種
類
）
の
４
領
域

で
、
市
（
旬
）
と
（
定
番
）
の
商

品
を
展
開
す
る
。

月
間
捺
印
回
数
が
１
カ
月
で
４
３

９
万
回
を
突
破
し
た
シ
ヤ
チ
ハ
タ

ク
ラ
ウ
ド

町
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
住
吉

大
社
に
向
か
っ
た
。
同
大
社
を
参

拝
後
、
境
内
や
周
辺
を
散
策
し
た

後
、
天
神
ノ
森
に
あ
る
本
場
下
関

の
「
ふ
ぐ
」
を
使
っ
た
活
き
ふ
ぐ

の
名
店
「
新
お
多
福
」
で
の
会
食

を
行
っ
た
。

　
は
じ
め
に
黒
田
会
長
は
「
コ
ロ

ナ
禍
で
１
月
開
催
が
２
月
に
延
期

さ
れ
た
が
、
年
初
に
こ
の
よ
う
に

皆
様
と
一
緒
に
会
食
で
き
る
こ
と

を
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
し
、

懇
親
の
実
を
上
げ
た
い
」と
挨
拶
。

続
い
て
国
際
紙
パ
ル
プ
商
事
・
北

隅
賢
一
大
阪
支
店
長
が
「
大
阪
に

赴
任
し
て
４
年
に
な
る
が
、
そ
の

間
、コ
ロ
ナ
禍
で
仕
事
の
面
で
は
、

消
化
不
良
の
と

こ
ろ
も
あ
っ
た

が
、
大
紙
工
の

色
々
な
行
事
に

参
加
さ
せ
て
も

ら
い
大
変
有
益

で
あ
っ
た
と
感

じ
て
い
る
。
な

お
、
私
事
で
あ

る
が
、
こ
の

後
、
東
京
勤
務

と
な
り
、
歩
こ

う
会
参
加
も
今

回
で
最
後
に
な

る
が
、
大
紙
工

及
び
特
別
会
員
各
位
の
益
々
の
健

勝
を
祈
り
た
い
」
と
乾
杯
の
挨
拶

を
行
っ
て
開
宴
し
、
賑
や
か
に
歓

談
、
親
睦
を
深
め
た
。
　
　

「書くって大切なこと」
プロジェクト展開

パイロットが筆記具提供
日本文化教育推進機構

新
入
会
員
入
会
や

社
長
就
任
祝
い

３
年
振
り
に
未
星
会

３年振りの例会で盛り上がる未星会

特別会員と親睦を深める大紙工

Ｅ
Ｒ
Ｇ
役
員

住
吉
大
社
参
拝
と

ふ
ぐ
料
理
堪
能

〇
…
大
紙
工
歩
こ
う
会

「
ヨ
コ
ク
」賞
18
点
決
定

コ
ク
ヨ
デ
ザ
イ
ン
ア
ワ
ー
ド

デザインアワードの「ヨコク」賞

前年同月比157％成長
シヤチハタ　クラウド

電子決済増加を示すデータ

ら
ら
ぽ
ー
と
に

甲
子
園
ロ
フ
ト

４
月
７
日
開
業


